

















Change in progress in morpheme order:











以下では、複合動詞の前要素と後要素を、それぞれ、V1 と V2、ヴォイス辞を s と表記。
　我々の目当ての意味は、複合動詞の使役あるいは受身である。（s が受身の場合は、研
究文献で“long passive”と呼ばれる。）この意味は、構成要素間の相対的作用域を描いて、
〈〈〈V1〉V2〉s〉〉のように表せる。この意味を表す形式として、二種類 / V1 － V2 － s /（以
下、“語順 A”と呼ぶ）～ / V1 － s － V2 /（“語順 B”）が存在する。意味・形式間の二
通りの対応関係は、図（2）の二本の実線で示される。
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　語順 B は、V2 と s とがいわば反転した順序で実現されるという、意味（相対的作用域）
と形式（形態素順）の間に“ねじれ”を含んでいる。
　（1）のような変異に関わる V2 は、「合う」「忘れる」「返す」「直す」「尽くす」など、










　以下、次のように論を進める。まず、共時的観点から、語順 A と B の競合について論ずる。




て予想を述べる。最後に、第 7 節に短くまとめる。付録として、第 8 節でインターネット
使用例調査の手順を解説する。
2．語順 A，B の勢力関係
　語順 A と B の勢力関係は、V1（2.1）や V2（2.2）の種類によって左右される。
2. 1　V1
　語順 A と B の勢力関係は、V1 の活用類の違いによって左右される（山部 2011a）。大
まかには、次のようだ。V1 ＝五段動詞・一段動詞のときは、語順 A が著しく優勢である。
V1 ＝サ変動詞のときは、語順 B が強まる方向へ傾く。このことの自発的テキストにおけ
る現れとして、（3）のように、同一文中で五段・一段動詞とサ変動詞が、それぞれ、語順















　　　　　   点検され直し たりするというようなことはあるであろう．
　　　　　　　　　　【論文、心理療法、亜細亜大学、2010】
　　　　e.　 プリプリのエビシューマイ」は人気商品なので生産量が多く、生産ラインは
考え尽くされ、 改善され尽くし ている感もありますが、それでも 100％完璧
ではないのです。
　　　　　　　　　　【会社の採用案内、社員インタビュー、味の素冷凍食品株式会社】
　語順 A と B の勢力関係を、インターネット上の使用件数比で見よう。調査手順は第 8
節（付録）に示す。調査結果をグラフ（4）に示す。（4a）は、例文（1a，3a）のような
V2 が「合う」で s が使役の場合、（4b）は、例文（1e）（3e）のような V2 が「尽くす」
で s が受身の場合についてである。（グラフ（4a，b）の場合は、第 5 節のアンケート調査
の質問項目でもある。）
用例数： （4a）：サ変動詞 1,212、五段・一段動詞 555（実際の書き込み数＝非該当・重複を除外）
　　　　（4b）：サ変動詞 26,973、五段・一段動詞 22,612（非該当・重複を含んだままの数）
（4）の（a）の場合と（b）の場合は、類似した傾向を示している。いずれの場合でも、サ変動詞
では語順 B のほうががいくぶん優勢で、五段・一段動詞では語順 A がかなり優勢である。
2. 2  V2
　語順 B は、V2 がある種類のものに限られる。
　本論では、動詞連鎖（V1 － V2）を構成する V2 を、先行研究（影山太郎 1993 など）
　　（4） a. V2 ＝合う、s＝させる（例文 1a，3a）　  b. V2 ＝尽くす、s＝られる（例文 1e，3e）
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　語順 B は、Ⅱ類の V2 では可能だが、I 類の V2 では不可能である。このことについて
V1 が五段・一段動詞の場合の様子を述べると、次のようだ。Ⅱ類の V2 では、（2.1 で述
べたとおり）B 語順は語順 A に対して著しく劣勢だが全く不可能というほどではない。
一方、I 類の V2 では、きっぱりと A 語順だけが可能である。この対比のテキストでの現
れとして、（6）のように、I 類（「換える」「込む」）とⅡ類（「直す」「尽くす」）が、それ
ぞれ、語順 A と 語順 B で交替している事例が見られる。一方、これと反対の組み合わせ
での交替の事例は、見い出していない。
　　（6） a.　 「物語」は常に 語られ直し  書き換えられます。 







　なお、語順 A と B が原理的に存在しない場合として、次の二つがある。
　Ⅰ類の V2 は、V1 としてサ変動詞を取ることはない（影山 1993 など）。例えば、「* 記
載し換える」「* 彫琢し込む」はない。したがって、「サ変の V1 －Ⅰ類の V」に基づく使
役や受身というものは、語順が A であれ B であれ、ない。
　また、Ⅲ類やⅣ類の V2 は、語順 A とも B とも無縁である。語順 A と B は、意味的に





　第 3 節では、語順 A，B の勢力関係と文体の高低との相関について論ずる。
の知見を折衷して、（5）のような四類に分類する。以下では、この四類を I 類～Ⅳ類と呼ぶ。
（5）類 V2 の例 慣用の用語
Ⅰ . （乗り）換える、（作り）込む、（投げ）上げる 語彙的複合語
Ⅱ . 合う、忘れる、返す、直す（＝例文（1）の V2） 統語的複合語、control verb
Ⅲ . 過ぎる、慣れる、かける、終わる 統語的複合語、raising verb















　　　  （ⅱ）【インフォシーク、2005/04/29：「動詞の連用形 + 尽くす」の受身形の正しい形】




























　　　　e.　 世界の陸面は大概 研究されつくした が、海底の祕密は、尚ほそのまゝに人
間の世界から固く扉されてゐる。
　　　　　　　　　　【雑誌『太陽』1925 年 9 号、〈雑学〉】
　語順 B についての上述の三点の事実観察　―（ⅰ） 規範意識（3. 1）、（ⅱ） 例文（3a，b，
c）のようなくだけた文体での使用、（ⅲ） 例文（8）のような文筆家による使用 ―　を考
え合わせると、語順 A と B の文体的分布については、次のように推測できる。





4．語順 A と B を支えている規則
　語順 A、語順 B、および両者間の変異は、どんな文法的仕掛けで生じているか。第 4 節
では、関係する規則を説明する。これにより、通時的に変化する性質は何かについての議










　　　　　　　　 〈〈 V 〉x 〉　　　　　　　→　/  V   x  /
　　　　　　　V ＝動詞
　　　　　　　x ＝ V を取る要素（接辞など）
　　　　　Ⅱ．Template
　　　　　　　語彙的要素　　　　　　　　　　形式（語順）
　　　　　　　｛ V ｝，｛ x ｝，｛ y ｝　　　　 →　/ V   y   x /
　　　　　　　V ＝動詞「する」
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に関係なく、語順は / 助動詞－ not / である。例、〈〈NOT〉MUST〉→ / must not /（同
様に may も）；〈〈NEED〉NOT〉→ / need not /（同様に can も）。
4. 2　二つの語順規則の特徴と、存在の動機付け
　規則 I（Mirror）は、述語がどんな〈意味〉を表しているかを問題にする。規則 I が二
回繰り返して適用されると、語順 A が得られる。例えば、
　　〈〈競争する〉合う〉　→ / 競争し合う /
　　〈〈競争し合う〉させる〉→  / 競争し合わせる /










順は、/ する ― s ― V2/ が圧倒的な多数で、/ し ― V2 ― s/ は少数だ。/ し ― V2 ― s/ 
が可能な V2 は、表（4）のⅡ類に限られる。（10）に示すように、サ変の V1 が共起でき
る V2（Ⅱ～Ⅳ類）のうちⅢ類とⅣ類のものでは、ヴォイス辞は V1 の直後には現れる（β
列）が、V2 の直後には現れない（γ列）。
　　（10）
α，/ し―V2/ β，/ され－ V2/ γ，/ * し―V2 －られ /
Ⅲ類 カットし過ぎる カットさせ過ぎる * カットし過ぎさせる








にも無効はない。五段・一段動詞の語順 B は、V2 が「合う」「尽くす」の場合に限れば、
インターネット上では語順 A の約十分の一の頻度で生起する（グラフ（4））し、アンケー










　　　　　　〈〈〈V1〉され〉忘れ〉 →  返してもらい忘れる
　　　　 b.　トイレに行き忘れさせるほど面白い小説






　規則 I とⅡは、両方が同時に適用されることもある。そのとき、形式 /V1―られ－ V2
―られ / が得られる（これを“語順 A ＋ B”と呼ぶことにする）。（12）の例は、V2=「返
す」の場合である。
　　（12） a.　 好きな絵師さんがいたのでフォローしてみたらフォローし返された。（語順A）
　　　　 b.　 フォローされても、フォローし返す必要は必ずしもない。フォローしても、  
　　　　　　 フォローされかえす とは必ずしも期待しない。（語順 B）
　　　　 c.　 あっ（ω）そういえばこないだｱｶﾝ警察のえらい人をこっそりﾌｫﾛｰしたら、
気づかれて、 ﾌｫﾛｰされかえされました （ω）ｷｬｰ（語順 A ＋ B）
Ⅳ類 退職しやがる 退職させやがる * 退職しやがらせる
整理しといた 紹介されとこう！ ? 整理しとかれた（棚）
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　語順 A ＋ B が最も現れやすいのは、（12）のような、V2 が「返す」の場合である。こ
の場合の三語順（A，B，A ＋ B）の勢力関係は、インターネット上の用例の件数比では、
グラフ（13）のようである。この資料の調査手順は第 8 節に示す。




ときは、語順 A が約 6 割で最も多く、その次が語順 A ＋ B の約 3 割である。語順 B は、
約 1 割で、グラフ（4）の場合（6 ～ 7 割）と比べて伸び悩んでいる。V1 が五段・一段動
詞のときは、語順 A が他の二語順を圧倒している；五段・一段動詞の報告件数にわずか
に混じっていた非該当例のほとんどが語順 B であり、語順 B の実態は上記（3.4%）の約
半分（1％台）である。
　語順 A ＋ B については、英語における句動詞の動作主名詞のある種類の形式と、並行
性を指摘できる。例えば、意味〈〈pick up〉er〉＝〈つまみ上げる人〉を表す形式としては、
三形式（a）（b）（c）がある（Ackema and Neeleman 2005， Chapman 2008 など）。
　　意味〈〈pick up〉er〉→　形式　a. picker up　b. pick upper　c. picker upper
英語には動作主名詞の形式を実現する方法として、二つの競合する規則（ⅰ）（ⅱ）がある：
（ⅰ）（a）picker up のように、主要部である動詞に -er を付加する；（ⅱ）（b）picker up の
ように、全体の末尾に -er を付加する。（c）picker upper のような形式は、語順 A ＋ B と
似て、二つの実現方法の両方を適用したものだ。
5.　近年の通時的推移
　第 5 節以降では、語順 A，B の勢力関係を、通時的観点から論じる。第 5 節では、両語
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順の勢力関係が近年どのように推移してきたか、（約半世紀間の幅の）見かけの時間軸上
で描く。5. 1 で調査方法、5. 2 で調査結果、5. 3 で考察を提示する。
5. 1　調査方法
　勤務校（岡山市）の内外でアンケート調査を行った。実施時期は、2011 年 7 ～ 8 月と 12 月。






































　語順 A と B の相対的な勢力関係（5. 2. 1）と、両語順の表す意味の受容度（5. 2. 2）に
ついて、年代的推移を調べる。本稿は、変化の有無と、（もし変化があるなら）その方向
に注目する。
　回答者の最年長は、大正 14 年（1 名）、昭和 2 年（1 名）、3 年（3 名）生まれだった。年代
を、最年長の世代を除き、12 年ずつで区切る。「各場合×各年代」について、両論点に関
する状況を示す（と考える）指数を求める。下述の“大学生”は、ほとんど全員が平成 4
年（1992 年）度生まれ（調査時、大学 1 年生）だった。
5. 2. 1　語順 A と B の勢力関係
　語順 A と B の勢力配分を表す指標として、（16）の算式によって、￥の値を求めた。
　　（16）　指数￥　= （B － A）÷（B ＋ A）
　　　　　上式での A ＝ 語順 A の、使用事例の件数、言うとの回答数。B についても同様。
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￥の値は、－ 1 から＋ 1 の間で変化し、負なら語順 A が優勢、正なら語順 B が優勢である。
　指数￥の得られた値を、（17）の下欄に数字で、上欄に折れ線で示す。
　　（17）　指数￥の世代推移




のような V1 サ変、V2「尽くす」、s 受身の場合、グラフ（4b）に見られるように、インターネッ









　　（18）　指数 & ： ４つ組質問文のうち許容される文の数
& の値は、0 から 4 の間で変化しうる。もし値が 0 であれば、V1 の活用類（五段・一段・
サ変）に関わらず、目当ての意味〈複合動詞の使役あるいは受身〉は表出が不可能である
という状況である。また、A，B 両語順の配分割合が年代を通じて一定であることが成り





　　（19） 指数 & の世代推移






















　　（ウ）（イ）の期間を通して、表現形式である語順 A と B は、勢力均衡を維持してきた。
　変化経過についての上記の想定のうち（ア）と（イ）の部分は、文法的な知見（ⅰ）と
通言語的な傾向（ⅱ）に沿ったものになっている。
　　（ⅰ）　 受身表現の統語構造に関して。意味〈〈〈V1〉V2〉受身〉〉の表出（＝ long 
passive）が可能であることは、統語的に動詞連鎖 V1 － V2 が緊密な構造をな
していることの現れの一つである。（この構造は、研究文献では、動詞連続の
統語構造が“restructuring”、別名“clause union”を受けたもの、と形容される。
この状況の理論的定式化は、Aissen and Perlmutter 1976， 1983， Bobaljik and 
（20）
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Wurmbrand 2005， 影山 1993， Rizzi 1984 など）。





＋補助動詞］（例、「V ＋ておく」「be going to ＋ V」や複合動詞へ。この意味





　　（エ） 元来は、サ変動詞を V1 とする複合動詞（＝表（5）のⅡ～Ⅳ類）は、ヴォイス
辞の作用域に入れなかった。つまり、意味 *〈〈する〉V2〉s〉は不可能で、そ
れを（Mirror に従って）表す形式 */ し－ V － s / はなかった。当時に可能だっ
たのは、意味〈〈〈する〉s〉V2〉だけで、それを表す形式は / する－ s － V2 / 
だった（図（2）の破線）。現代語の表現で例示すると、「苦労させ合う仲」「お前、
教育され直して来い！」のように。（なお、ⅢとⅣ類の V2 については、現在でも、
/ し－ s － V2/（（10）のβ列）だけがあり、/ し－ V2 － s/ はない。）
　　（オ） ある時、Ⅱ類の V2 に新用法として意味〈〈V1〉V2〉ヴォイス辞〉が出現した。
それを表現するために二つの方法が採られた。まず、新たな意味を形態素順に
反映させる新たな形 / し－ V2 －させ /， / し―V2 －られ / を作ったものが、
語順 A。一方、意味的作用域を語順に反映しないけれども、元来から存在して
おり近似の意味を表していた形 / させ－ V2/， / られ－ V2/ を流用したものが、
語順 B である。両語順それぞれの成立契機は、共時的な体系においては（4.2
で述べた）存在の動機付けの二つに呼応する。




段・一段）―V2―させ / と /V1（五段・一段）―V2―られ / というスキーマや、
より個別的な / 走り―V2―させ / 、/ 押し―V2―され / のようなスキーマが存
在した。これらの形式は、新規の意味の意味的作用域を反映させることができる。
これを利用したのが語順 A だ。語順 B という妥協は採用する必要がなかった。
6.　変化の輪郭




　語順 A と B の勢力は、アンケート調査対象の期間を超える幅のタイムスパンにおいては
どのように推移するか　―これまでどう動いてきたか、今後どう動くいていくのか―。こ
のうち、過去の方向に関しては、5. 3 で扱った。第 6. 1 節では、未来の方向について論ずる。
　本稿の予想は、（キ）のようだ。














展していくとすれば、意味と形式のねじれを解消すべく、語順 A が勢力を伸ばし語順 B







　　V － Causative － Applicative － Reciprocal － Passive 
　　　　　   *-ic　　　　　*-id　　　　 *-an　　　　 *-u
この状況を出発点として、現代 Bantu 諸語への過程において、Mirror の規則によって
形態素順が決定されるようになってきた。例えば、意味〈〈〈動詞の〉applicative の〉
causative〉を表す形式は、保守的には / V － Causative － Applicative / であり、革新的









させて新規の形（/ し－ V2 －させ /， / し―V2 －られ /）を作ったのが語順 A。
元来から存在しており類義を表していた形を流用したのが語順B。（ア）、（エ～カ）
　　（ⅲ）　 その後、現在に至るまで、新用法の意味は確立度を強めてきた。そのさい、語
順 A と語順 B の勢力関係は、均衡してきた。（イ、ウ）















通言語的には、control verb から raising verb へという経路の用法拡張は、よくある種類
である（Traugott and Dasher 2002：84, 98, 188）。例えば、補助動詞「おく」は、日本語
（21）
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標準語では control verb である（したがって、意志動詞を要求する）が、この用法に加え、
現在の西日本方言では raising verb のとしての用法（非意志動詞も可能）が確立しつつあ
る（山部 2001， 2010）。
　例文（1）の V2 は、control verb である。このことは、V1 が意志性ないしそれに比せ
うる意味特徴を持つ述語に限られる、という制限に現れる。（例、「風呂に入って温まり直す」
に対し、「* 部屋が温まり直す」。例外は、「（景気が）持ち直す」のような語彙化した表現。）
（コ）の意味変化の後は、V2 は V1 として非意志的な述語も取れるようになり、例えば、「部
屋が温まり直す」や「温められ直す」（/ 五段・一段動詞の受身－直す /）のような表現が
可能になる。語順 B の形式（例、/ 計算され直す /）については、この形式は（コ）の変
化後も存在し続けるが、表される意味は「直す」が V1 だけでなく受身までを意味的作用

































　実施時期。主に 2010 年夏、その後 2011 年 5 月まで補足。
 　検索文字列：V1：サ変動詞は「競争する」「反目する」など 80。五段動詞は「競う」な
ど 15。一段動詞は「確かめる」など 6。V2：「合う」は漢字表記とひらがな表記。活用形：
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